
場
合
も
、
家
族
の
理
解
や
協
力
を
得
る
こ
と

は
、
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
が
多
い
。
ま
だ
日

本
の
家
庭
で
は
、
直
接
我
が
家
の
利
益
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
で
主
婦
が
活
動
す
る
こ
と
は
歓

迎
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に

限
ら
ず
商
家
や
農
家
の
主
婦
に
就
て
も
言
え
る

こ
と
だ
と
思
う
。
い
き
お
い
主
婦
自
身
も
消
極

的
に
な
る
し
、
社
会
活
動
に
は
真
剣
さ
が
足
り

な
い
。
片
手
間
で
あ
り
無
責
任
に
な
り
や
す

い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
そ
の
中
で
最
も
家
族
の
理

解
を
と
り
つ
け
易
い
。
子
供
の
た
め
と
い
う
切

札
が
あ
る
か
ら
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
我
が
子
の

為
と
い
う
域
か
ら
出
な
い
も
の
に
な
る
。
特
に

三
世
代
同
居
（
姑
、
し
ゅ
う
と
同
居
）
の
場
合

は
こ
の
傾
向
が
強
い
。
む
し
ろ
趣
味
的
な
行
動

の
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
。
主
婦
の
グ
ル
ー

プ
活
動
は
一
つ
の
社
会
参
加
の
は
じ
ま
り
で
あ

る
が
、
や
は
り
社
会
へ
の
発
言
、
他
と
の
連
帯

④
学
童
保
育
と
と
も
に

青
木
　
節
　
佐
藤
和
子

登
校
し
、
放
課
後
再
び
家
人
の
い
な
い
家
に
戻

り
、
鍵
を
あ
け
て
入
る
児
童
が
増
え
て
い
る
。

家
人
が
留
守
の
た
め
、
非
常
に
不
安
定
な
状
態

に
お
か
れ
て
い
る
児
童
「
カ
ギ
ッ
子
」
は
決
し

て
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
最
近
広
い
分

野
で
の
婦
人
の
活
躍
が
み
ら
れ
、
婦
人
の
社
会

参
加
が
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
一
層
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
勤
労
婦
人
は
こ

こ
二
、
三
年
の
間
に
急
増
し
、
こ
の
た
め
留
守

に
は
発
展
し
な
い
。
趣
味
が
実
益
を
兼
ね
だ
り

職
業
化
す
る
ヶ
ー
ス
は
あ
る
が
、
主
婦
の
社
会

参
加
が
こ
う
し
た
個
人
の
余
暇
活
動
に
終
る
な

ら
、
次
の
世
代
へ
の
発
展
も
な
く
、
個
人
の
様

々
な
能
力
も
家
庭
の
中
で
埋
没
し
て
し
ま
う
。

社
会
性
を
持
っ
た
活
動
に
主
婦
の
余
暇
や
能
力

を
動
員
す
る
こ
と
が
地
域
婦
人
団
体
の
今
後
の

課
題
で
あ
る
と
思
う
。

　
最
後
に
婦
人
問
題
が
人
間
全
般
の
社
会
問
題

家
庭
児
童
も
増
え
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　
横
浜
市
が
留
守
家
庭
児
童
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
発
端
は
、
昭
和
三
十
六
年
十
二

月
に
西
区
で
起
っ
た
児
童
殺
害
事
件
で
あ
り
、

そ
の
被
害
者
、
加
害
者
い
づ
れ
も
留
守
家
庭
児

童
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
ま
ず
教
育
委
員
会
が
昭
和
三
十
八
年
留
守

家
庭
児
童
保
護
育
成
実
験
校
を
市
内
の
小
学
校

と
大
き
な
関
連
を
持
つ
も
の
だ
け
に
、
婦
人
に

対
す
る
不
当
な
差
別
を
改
善
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
実
社
会
の
圏
外
に
あ
る
主
婦
層
の
能
力
の

開
発
と
発
言
や
行
動
が
有
効
に
作
用
す
る
よ
う

な
社
会
態
勢
を
生
み
だ
す
こ
と
に
、
主
婦
自
身

も
努
力
す
る
と
同
時
に
、
行
政
も
地
域
社
会
も

意
を
用
い
て
欲
し
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
〈
生
活
活
動
連
絡
協
議
会
会
長
〉

一
―
学
童
保
育
と
は

ニ
―
保
土
ヶ
谷
小
学
校
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ

三
―
学
童
保
育
の
実
際

四
―
最
後
に

一
〇
校
に
指
定
し
、
つ
づ
い
て
翌
年
昭
和
三
十

九
年
民
生
局
が
「
青
少
年
の
家
」
に
一
〇
ヶ
所

保
護
事
業
を
起
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
教
育
委

員
会
と
民
生
局
と
の
二
本
立
て
で
学
童
保
育
が

開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら

民
生
局
に
統
合
さ
れ
、
地
域
の
運
営
委
員
会
へ

委
託
事
業
と
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
八
年
五
月
に

市
民
局
に
移
管
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
学
童
保
育
事
業
の
施
設
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朝
、
母
親
に
見
送
ら
れ
、
元
気
よ
く
各
家
庭

を
出
て
校
門
を
く
ぐ
っ
た
学
童
は
、
放
課
後
再

び
各
家
庭
に
帰
り
母
親
に
む
か
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
が
普
通
一
般
的
な
小
学
校
児
蛮
の
い

る
家
庭
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在

小
さ
な
学
童
が
戸
締
り
を
し
、
首
に
鍵
を
さ
げ

学
童
保
育
と
は

一



は
増
し
、
五
十
六
年
度
に
は
、
六
九
ヶ
所
（
内

学
校
方
式
六
ヶ
所
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
民
局
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
七
、
今

迄
教
育
委
員
会
の
実
験
校
と
指
定
さ
れ
開
設
し

て
い
た
学
童
保
育
（
学
校
方
式
）
は
、
市
民
局

の
管
理
課
に
あ
る
事
業
が
学
校
内
に
あ
る
と
い

う
こ
と
自
体
が
不
合
理
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
い
く
つ
か
の
学
童
保
育
施
設
が
姿
を
消
さ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　
市
民
局
へ
移
管
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
ま
で
の
特
別
な
学
童
保
育
に
対
す
る
保
護
主

義
か
ら
、
地
域
社
会
に
お
け
る
青
少
年
育
成
方

針
へ
の
発
展
を
広
く
市
民
に
理
解
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
っ
た
が
、

従
前
ど
お
り
の
学
童
保
育
事
業
だ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
一
般
家
庭
の
親
達
と
の
く
い
ち
が
い

も
大
き
く
、
留
守
家
庭
児
童
だ
け
が
特
別
扱
い

さ
れ
て
い
る
と
い
う
面
か
ら
偏
見
が
か
な
り
見

受
け
ら
れ
た
。

　
婦
人
の
社
会
参
加
が
年
々
活
発
化
し
て
く
る

こ
と
に
ょ
り
、
学
童
の
保
育
事
業
に
対
す
る
要

望
は
高
く
、
特
に
低
学
年
の
学
童
に
対
す
る
特

別
な
保
護
を
望
む
こ
と
は
多
く
、
共
働
き
の
家

庭
か
ら
は
強
く
出
て
く
る
よ
う
に
な
づ
た
。
幼

児
期
に
は
保
育
所
を
利
用
し
家
を
あ
け
る
こ
と

が
出
来
た
が
、
小
学
校
入
学
と
同
時
に
子
供
を

預
け
る
所
が
無
く
な
る
の
で
困
る
と
い
う
、
親

の
立
場
か
ら
働
く
権
利
の
一
環
と
し
て
学
童
保

育
事
業
を
要
望
す
る
声
で
あ
る
。
こ
れ
は
婦
人

の
社
会
参
加
が
増
加
す
る
中
で
当
然
考
え
ら
れ

　
〈
委
託
の
要
件
〉

　
一
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
営
委
員
が
、
設
置
さ
れ

　
る
こ
と
。

二
、
対
象
児
童
が
小
学
校
一
年
～
三
年
生
ま
で

　
で
、
二
〇
人
以
上
四
〇
人
程
度
い
る
こ
と
。

三
、
保
育
に
適
し
た
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い
る

　
こ
と
。

四
、
児
童
の
育
成
に
、
知
識
と
経
験
を
有
し
、

　
か
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
熱
意
を
有
す
る
指
導

　
員
が
二
人
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
〈
運
営
委
員
会
の
構
成
〉

○
地
域
の
団
体
・
：
町
内
会
、
自
治
会
、
学
校
、

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
等
の
代
表
者

○
青
少
年
育
成
者
・
：
青
少
年
指
導
員
、
民
生
委

　
員
、
児
童
委
員
、
保
護
司
等

○
父
母
・
：
学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
父
母

〈
保
育
に
適
し
た
場
所
〉

　
　
地
域
等
で
認
め
ら
れ
た
場
所
で
、
児
童
一

　
人
に
つ
き
、
お
お
む
ね
畳
一
枚
分
以
上
と
す

　
る
。

〈
指
導
員
〉

　
学
童
保
育
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
実
施

　
要
綱
に
定
め
る
資
質
を
備
え
て
い
る
と
同
時

　
に
、
学
童
保
育
児
童
指
導
要
項
に
基
づ
く
指

　
導
が
、
期
待
出
来
る
こ
と
。
心
身
共
に
健
全

　
な
も
の
、
児
童
の
育
成
に
知
識
と
経
験
を
有

　
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
熱
意
を
有
す
る
も
の

○
身
分
保
障
…
社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

　
出
来
る
。
一
年
契
約
、
慰
労
金
（
三
年
未
満
は

　
無
、
三
年
・
：
三
万
円
、
一
年
増
す
ご
と
に
一
万

る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
学
童
保
育
事
業
が
充

実
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
留
守

家
庭
児
童
の
父
母
に
と
っ
て
は
大
き
な
役
割
を

果
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

学
校
の
授
業
終
了
後
家
人
が
帰
宅
す
る
ま

で
、
鍵
を
さ
げ
な
が
ら
、
二
目
に
二
、
三
ヵ
所

の
塾
通
い
を
し
、
時
間
を
埋
め
て
い
る
子
供
も

数
多
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
留
守
家
庭
児
童

ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
家
庭
に
も
見
受
け
ら

れ
、
公
園
や
近
所
の
空
地
で
級
友
や
上
級
下
級

の
友
達
と
一
諸
に
な
っ
て
遊
ぶ
機
会
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
遊
び
の
中
で
上
級
生
達
か
ら
教
え
ら

れ
学
ぶ
事
柄
も
な
く
、
集
団
と
な
っ
て
行
動
す

る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
の
学
童
保
育
事
業
は
単
に
「
カ
ギ
ッ

子
」
対
策
や
、
働
く
母
親
、
父
子
家
庭
、
母
子

家
庭
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
留
守
家
庭

児
童
を
と
り
ま
く
児
童
と
大
人
の
結
び
つ
き
、

集
団
生
活
に
お
け
る
子
供
の
心
身
の
発
達
、
創

造
性
等
を
養
う
た
め
の
物
で
あ
り
「
青
少
年
健

全
育
成
」
を
目
的
と
し
、
地
域
、
学
校
、
家
庭

が
一
体
と
な
り
、
そ
れ
に
行
政
が
協
力
す
る
形

で
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
環
境
づ
く
り
を
基
本

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
社
会
の
理
解
と
協

力
を
前
提
と
し
た
地
域
の
代
表
者
、
自
治
会
、

青
少
年
育
成
者
、
学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
父

母
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
運

営
委
員
会
を
結
成
し
要
件
が
調
っ
た
段
階
で
委

託
さ
れ
る
（
委
託
の
要
件
を
参
考
に
の
せ
て
お

く
）
。

　
円
、
一
〇
年
・
：
十
万
円
、
一
〇
年
以
上
打
切
）

〈
学
童
保
育
の
種
類
〉

○
青
少
年
方
式
…
地
域
の
青
少
年
の
家
、
町
内

　
会
館
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
個
人
の

　
家
等
で
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
原
則
と
し
て
、
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日
迄
と

　
す
る
。
た
だ
し
、
祝
日
、
お
よ
び
十
二
月
二

　
十
九
日
か
ら
、
翌
年
一
月
四
日
ま
で
を
除
く
。

○
学
校
方
式
…
市
内
の
小
学
校
空
教
室
、
空
施

　
設
を
利
用
し
、
原
則
と
し
て
は
、
月
曜
日
か

　
ら
金
曜
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
学
校
休

　
校
日
は
、
休
業
し
、
長
期
学
校
休
業
中
は
家

　
庭
訪
問
指
導
を
行
う
。

〈
保
育
時
間
〉

〇
青
少
年
方
式
・
：
学
校
の
放
課
後
か
ら
午
後
六

　
時
ま
で
と
す
る
。
夏
・
冬
・
春
休
み
は
、
午

　
前
九
時
か
ら
六
時
迄
と
す
る
。

○
学
校
方
式
・
：
放
課
後
か
ら
午
後
五
時
迄
と
す

　
る
。

〈
委
託
料
〉

○
青
少
年
方
式
・
：
年
間
三
二
三
万
五
八
二
八
円

　
　
　
　
　
　
内
運
営
費
　
二
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
社
会
保
険
　
指
導
員
手
当
含
む

○
学
校
方
式
…
年
間
　
二
〇
八
万
九
三
一
六
円

　
　
　
　
　
　
内
運
営
費
　
一
八
万

　
　
　
　
　
　
社
会
保
険
　
指
導
員
手
当
含
む
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保
土
ヶ
谷
小
学
校

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ

二



①
―
発
足

　
保
土
ヶ
谷
小
学
校
の
学
童
保
育
は
教
育
委
員

会
指
定
校
と
し
て
、
昭
和
三
十
八
年
に
開
設
さ

れ
、
学
校
の
協
力
を
得
て
、
一
教
室
を
専
用
に

使
用
し
て
い
る
。
保
土
ヶ
谷
小
学
校
の
学
校
区

は
、
昔
の
宿
場
町
で
歴
史
の
古
い
町
で
あ
る
。

最
近
い
わ
れ
て
い
る
過
疎
化
問
題
も
少
な
く
、

昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
が
多
く
、
落
ち
つ
い
た

町
並
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
興
住
宅
の
よ

う
な
人
の
出
入
り
は
少
な
ぐ
、
近
所
と
の
交
流

も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
祖
父
母
、
父
母
、
子

供
と
受
け
つ
が
れ
、
児
童
達
の
性
格
は
明
る
く

真
面
目
な
思
い
や
り
の
あ
る
子
供
が
多
い
。

②
―
保
育
指
導
及
内
容

　
学
童
保
育
児
童
の
指
導
は
、
学
校
の
延
長
と

し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
家
庭
的
雰
囲
気
の

中
で
、
保
育
出
来
る
よ
う
に
、
教
室
内
の
設
備

に
も
気
を
配
り
、
畳
、
絨
緞
等
を
敷
い
て
、
児

童
達
が
各
家
庭
に
帰
っ
た
時
と
同
じ
状
態
に
近

づ
く
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

放
課
後
に
お
け
る
児
童
は
、
学
校
教
育
か
ら

の
解
放
感
で
活
動
的
に
な
り
、
そ
の
生
活
の
大

部
分
は
遊
び
の
中
で
過
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
最

も
大
き
い
関
心
と
興
味
を
求
め
て
い
る
。

授
業
終
了
後
、
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
の
児
童
達

は
、
元
気
よ
く
同
じ
仲
間
と
一
諸
に
な
っ
て
帰

っ
て
来
る
。
教
室
の
戸
を
開
け
る
と
同
時
に

「
た
だ
い
ま
」
「
お
か
え
り
な
さ
い
。
宿
題
は
」

の
会
話
か
ら
始
ま
る
。
次
か
ら
次
へ
と
集
っ
て

来
る
。
子
供
た
ち
は
学
校
で
の
出
来
事
を
一
生

懸
命
話
し
、
宿
題
に
と
り
か
か
る
。
遊
び
の
指

導
の
内
容
と
し
て
は
、
遊
具
に
よ
る
遊
び
、
ゲ

ー
ム
、
読
書
、
絵
画
、
集
団
遊
び
、
製
作
、
ス

ポ
ー
ツ
的
遊
び
等
が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
児
童

が
選
ん
で
行
い
、
特
に
児
童
が
自
主
的
に
参
加

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
そ
し
て
異
年
齢
集

同
の
遊
び
の
中
か
ら
、
学
び
、
教
え
ら
れ
、
思

い
や
り
の
あ
る
気
持
が
育
ち
、
兄
弟
愛
が
生
ま

れ
る
。

　
学
習
指
導
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
学

習
効
果
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
学
習
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
ぽ
発
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

学
習
内
容
は
宿
題
を
整
理
す
る
程
度
に
し
て
い

る
が
、
理
解
の
出
来
な
い
場
合
は
、
一
対
一
の

状
態
で
、
わ
か
る
ま
で
し
っ
か
り
教
え
る
。

　
生
活
の
指
導
は
。
児
童
が
日
常
生
活
の
中
で
。

将
来
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
上
に
必
要
な
、

一
般
的
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
指
導
し
、
規

律
を
守
り
、
保
健
衛
生
、
道
徳
的
心
情
を
育
て

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
特
に
、
交
通
事
故
、

誘
か
い
等
の
危
険
防
止
及
び
、
非
行
化
防
止
に

つ
い
て
は
、
毎
日
の
行
動
の
中
に
も
取
り
入
れ
。

終
り
の
会
に
は
特
に
注
意
し
児
童
の
心
身
の
安

全
に
、
万
全
を
期
し
て
い
る
。

　
指
導
計
画
、
年
度
末
に
新
年
度
の
計
画
を
立

て
る
、
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
行
事
予
定
を
作
成

し
、
運
営
委
員
会
と
保
護
者
会
（
学
童
保
育
児

童
の
父
母
）
に
か
け
決
定
す
る
。
一
学
期
ご
と

事
が
大
切
で
あ
る
。

　
私
達
の
学
童
保
育
も
校
長
先
生
、
副
校
長
先

生
、
全
職
員
の
方
々
の
ご
協
力
と
、
ご
理
解
の

お
か
げ
で
開
設
以
来
一
八
年
間
に
わ
た
り
、
一

教
室
を
専
用
に
借
用
し
て
い
る
。
教
室
ば
か
り

で
な
く
保
育
に
必
要
な
備
品
他
種
々
を
借
用
し

て
い
る
。
空
教
室
が
な
い
た
め
、
就
学
児
童
の

増
減
に
ば
一
番
悩
ま
さ
れ
、
九
〇
人
以
下
（
二

組
）
だ
と
、
ほ
っ
と
す
る
。

に
保
護
者
会
を
開
き
、
そ
の
都
度
保
護
者
と
の

意
見
交
換
を
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
、
再

編
成
す
る
。
ま
た
児
童
の
家
庭
で
の
様
子
を
ふ

ま
え
て
指
導
計
画
を
練
る
。

　
主
な
行
事
の
中
に
は
、
保
護
者
と
指
導
員
と

の
親
睦
を
計
り
、
日
頃
欠
け
て
い
る
親
子
の
愛

情
と
絆
、
家
族
の
触
れ
合
い
や
、
信
頼
を
深
め

る
た
め
に
、
親
子
一
泊
研
修
が
行
わ
れ
て
い

る
。
中
に
は
一
家
族
全
員
で
参
加
し
、
楽
し
い

一
時
を
過
す
。

　
日
課
表
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ

く
ま
で
家
庭
に
帰
っ
た
状
態
の
よ
う
に
、
自
由

に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
保
育
に
あ
た
り
、
毎
日
学

童
保
育
に
喜
ん
で
来
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い

る
。

③
―
運
営
委
員
会

　
保
土
ヶ
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
学
校
長
、

副
校
長
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
学
童
保
育
の
募
集
、
就
学
児
童
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
協
力
を
得
て
、
就
学
児
童
父
母
説
明
会

に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
説
明
す
る
。
募
集
期

間
二
月
末
～
三
月
十
日
頃
迄
、
こ
の
期
間
ホ
ー

ム
ク
ラ
ブ
を
開
放
し
、
入
会
希
望
者
に
見
学
し

て
も
ら
い
三
月
十
五
日
決
定
す
る
。
四
月
耳
目

入
学
式
終
了
後
、
親
子
共
説
明
会
を
行
う
。

　
学
童
保
育
は
、
学
校
と
の
連
携
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
学
校
方
式
は
、
い

う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
と
理
解
を
得
る

④
―
学
校
方
式
＝
学
童
保
育
の
よ
い
点
、
悪
い

　
　
点

(
ｱ
)
良
い
点

　
学
校
内
で
の
保
育
に
は
良
い
点
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
広
い
運
動
場
で
の
遊
び
が
出
来
る
。
級

友
を
交
じ
え
て
共
通
の
遊
び
が
出
来
る
た
め
、

級
友
か
ら
仲
開
は
づ
れ
に
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
。
指
導
員
二
名
だ
け
で
な
く
先
生
方
の
御
協

力
が
あ
る
の
で
、
管
理
面
に
人
手
が
か
け
ら
れ
、

ま
た
建
物
が
鉄
筋
な
の
で
天
災
や
事
故
、
緊
急

事
態
の
発
生
で
か
安
心
出
来
る
。
授
業
終
了
後

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
の
教
室
へ
来
る
間
、
交
通
事
故

の
心
配
が
な
い
。
児
童
の
行
動
に
つ
い
て
、
担

任
の
先
生
と
個
人
別
に
話
し
合
い
が
出
来
、
変

化
が
あ
っ
た
時
は
、
お
互
い
に
指
導
の
連
絡
を

取
り
合
え
る
。
授
業
参
観
日
に
は
、
保
護
者
が

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
に
立
寄
っ
て
行
く
よ
う
に
し
て

い
る
の
で
、
保
護
者
に
児
童
の
様
子
を
伝
え
る

事
が
出
来
る
。
学
校
内
で
の
遊
び
な
の
で
、
危

険
性
が
少
な
い
。
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子
供
達
に
と
っ
て
、
学
蛮
保
育
は
、
な
ん
だ

ろ
う
。
朝
、
家
を
出
て
、
夕
方
暗
く
な
る
迄
、

学
童
保
育
の
実
際

(
ｲ
)
悪
い
点

　
学
校
内
の
た
め
在
籍
児
童
に
限
ら
れ
る
。
学

校
の
延
長
の
気
分
に
な
り
安
い
、
安
易
に
忘
れ

物
が
取
り
に
行
け
る
の
で
、
忘
れ
物
が
多
い
。

遊
び
場
が
沢
山
あ
る
の
で
、
目
に
と
ど
か
な
い

所
で
遊
ば
な
い
よ
う
約
束
ご
と
が
あ
る
。
学
校

内
な
の
で
、
親
の
関
心
度
が
少
な
く
、
あ
た
り

ま
え
と
い
う
気
持
の
人
が
多
い
。
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家
庭
に
戻
る
こ
と
な
く
、
昼
間
の
ほ
と
ん
ど
は

学
校
や
学
童
保
育
で
過
す
事
に
な
る
が
、
子
供

達
一
人
と
し
て
学
童
保
育
を
い
や
が
る
子
供
は

い
な
い
。
下
級
生
は
上
級
生
の
帰
っ
て
来
る
の

を
待
ち
わ
び
、
遅
い
時
に
は
「
先
生
、
○
○
ち

ゃ
ん
ど
う
し
た
の
、
遅
い
ね
、
お
休
み
か
な
」

　
「
○
○
ち
ゃ
ん
、
今
日
、
学
校
で
休
み
時
間
に

会
っ
た
よ
、
だ
か
ら
も
う
す
ぐ
来
る
よ
ね
、
先

生
」
と
、
と
て
も
心
配
す
る
。
一
、
二
年
生
の

子
供
は
、
よ
く
私
達
の
膝
の
上
に
坐
っ
た
り
、

寄
り
か
か
っ
た
り
し
て
、
家
の
様
子
や
学
校
の

お
友
達
の
事
を
話
す
。
そ
し
て
い
っ
と
き
だ
つ

と
、
ほ
っ
と
し
た
顔
を
し
て
、
友
達
と
遊
ぶ
。

　
「
先
生
、
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
は
、
家
と
同
じ
な
ん

だ
よ
ね
」
と
よ
く
い
う
。
学
校
の
授
業
が
終
っ

て
、
母
親
や
姉
妹
の
い
る
家
に
帰
っ
て
来
た
よ

う
な
感
じ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
学
童
保
育
の

子
供
達
に
と
っ
て
は
、
心
の
よ
り
所
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

①
―
Ａ
君
の
こ
と

　
あ
る
時
、
母
子
家
庭
の
子
供
の
母
親
か
ら
、

う
ち
の
子
供
は
保
育
園
の
時
か
ら
、
今
迄
あ
ま

り
外
で
の
様
子
も
話
さ
な
い
、
弟
の
方
は
よ
く

話
す
の
で
す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は
ほ
と
ん
ど

ロ
も
き
か
な
い
、
と
相
談
に
見
え
た
。
早
速
、

担
任
の
先
生
に
も
様
子
を
聞
い
て
見
た
。
や
は

り
、
学
校
で
も
暗
い
方
の
性
格
で
、
友
達
も
余

り
い
な
い
様
子
と
の
事
だ
っ
た
。
入
学
当
初

は
、
一
年
生
は
給
食
が
な
い
た
め
、
ホ
ー
ム
の

教
室
で
、
私
達
と
一
緒
に
昼
食
を
と
る
。
順
番

に
自
己
紹
介
を
さ
せ
、
一
日
目
か
ら
交
代
で
昼

食
の
号
令
を
か
け
さ
せ
る
（
例
年
の
通
り
）
。

た
ま
た
ま
、
Ａ
君
の
番
に
な
り
、
号
令
を
か
け

た
時
、
幼
児
語
だ
っ
た
の
で
み
ん
な
が
笑
っ

た
。
ま
ね
を
す
る
子
供
も
い
た
、
Ａ
君
は
、
ロ

を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
。
で
も
、
ま
た
号
令
を

す
る
日
が
来
た
。
幼
児
語
で
号
令
す
る
。
そ
し

て
ま
た
、
友
達
が
笑
っ
た
。
日
が
立
つ
に
つ
れ

て
、
幼
児
語
で
堂
々
と
号
令
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
二
、
三
歳
に
な
っ
て
も
、
言
葉
が
出
な
く
、

遅
い
方
だ
っ
た
と
母
親
は
言
う
。
私
達
は
Ａ
君

に
、
な
る
べ
く
話
し
か
け
る
よ
う
に
し
、
た
ま

に
は
幼
児
語
の
ま
ね
を
し
て
話
し
を
し
た
。
遊

び
も
一
人
遊
び
を
好
ん
で
す
る
様
子
だ
っ
た
。

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ム
飛
び
が
流
行
し
た
。
Ａ

君
も
一
生
懸
命
練
習
し
、
少
し
づ
つ
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。
汗
を
か
き
、
息
を
は
ず
ま
せ
な

が
ら
、
頑
張
っ
て
い
た
。
一
つ
の
飛
び
方
が
出

来
る
度
、
「
先
生
、
出
来
た
よ
」
と
に
こ
に
こ

し
な
が
ら
喜
ん
で
い
た
。
私
進
も
応
援
し
、
は

げ
ま
し
、
や
っ
と
全
部
出
来
る
様
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
友
達
と
混
ざ
っ
て
遊
ぶ
様
に
な
り
、

会
話
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
母
親
か
ら
、
家

に
帰
っ
て
来
る
と
弟
に
教
え
て
い
る
ん
で
す

よ
。
私
に
も
、
今
日
は
何
か
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
と
か
、
だ
れ
だ
れ
と
一
緒
に
ゴ
ム
と
び
を

し
た
と
か
、
話
す
よ
う
に
な
り
、
明
る
く
な
っ

た
。
と
喜
び
の
定
話
が
あ
っ
た
。
伽
任
の
先
生

か
ら
も
明
る
く
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
、
私
達

も
ほ
っ
と
し
た
。
現
在
、
三
年
生
と
な
っ
た

が
、
相
変
ら
ず
幼
児
語
が
残
っ
て
い
る
が
、
ホ

ー
ム
ク
ラ
ブ
で
も
、
学
校
で
も
、
活
発
過
ぎ
る

程
に
成
長
し
た
。
二
年
生
位
の
頃
か
ら
昆
虫
や

鳥
に
興
味
を
持
ち
、
図
鑑
を
持
っ
て
き
て
は
、

私
達
に
説
明
を
す
る
。
熱
心
に
口
に
唾
を
た
め

な
が
ら
幼
児
語
を
混
ぜ
て
話
し
て
く
れ
る
。
私

達
も
一
生
懸
命
聞
い
て
上
げ
て
い
る
。
○
○
君

を
見
て
、
忙
し
さ
に
ま
か
せ
て
、
怒
る
ば
か
り

で
、
聞
い
て
上
げ
る
姿
勢
や
、
一
緒
に
な
っ
て

行
動
す
る
事
の
な
か
っ
た
親
に
多
少
の
原
因
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

②
―
Ｂ
ち
ゃ
ん
の
例

　
あ
る
共
働
き
の
家
庭
で
は
、
姉
が
小
学
校
入

学
と
同
時
に
学
童
保
育
に
入
会
す
る
た
め
、
家

族
ぐ
る
み
学
校
区
に
転
居
し
て
来
た
（
毎
年
学

校
区
に
転
居
す
る
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
る
）
。

そ
し
て
現
在
で
は
、
姉
妹
で
学
童
保
育
に
来
て

い
る
。
妹
の
Ｂ
ち
ゃ
ん
は
、
授
業
中
度
々
保
健

窓
で
寝
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
担
任
の
先
生
の
話
に
よ
る
と
、
最
近
、
腹

痛
、
頭
痛
を
起
し
た
り
、
手
足
や
口
迄
痛
く
な

る
と
い
う
。
保
健
の
先
生
や
医
者
に
迄
診
察
し

て
も
ら
う
が
、
別
に
異
常
は
な
い
と
の
事
で
あ

る
。
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
で
の
過
し
方
等
見
て
い
る

と
変
っ
た
様
子
も
な
く
。
明
る
く
元
気
に
し
て
。

お
友
達
と
仲
良
く
遊
び
、
私
達
に
も
よ
く
話
し

か
け
て
来
て
い
た
。
お
や
つ
の
時
間
に
尋
ね
て

見
る
と
「
先
生
、
こ
の
頃
夜
眠
れ
な
い
の
、
背

中
が
痛
く
な
っ
七
、
目
が
覚
め
て
し
ま
う
の
」

と
い
う
。
「
お
母
さ
ん
に
話
し
だ
の
」
「
う
ん
、

話
し
た
け
れ
ど
何
も
し
て
く
れ
な
い
の
」
と
い

っ
て
淋
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。
「
今
晩
か

ら
枕
を
少
し
高
く
し
、
眠
る
前
に
枕
に
お
願
い

し
な
さ
い
。
枕
を
撫
で
な
が
ら
、
枕
さ
ん
枕
さ

ん
、
朝
迄
ゆ
っ
く
り
寝
か
せ
て
下
さ
い
。
と
言

っ
て
か
ら
ふ
と
ん
に
入
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

き
っ
と
よ
く
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
よ
。
先

生
も
小
さ
い
時
、
よ
く
そ
う
し
た
の
よ
」
「
本

当
、
や
っ
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
に
こ
に
こ
し

て
い
た
。
母
親
に
学
校
で
の
様
子
を
話
す
。
神

経
質
な
の
で
家
で
も
時
々
そ
う
な
る
と
、
平
然

と
し
て
い
た
。
あ
ま
り
に
も
無
関
心
な
の
に
は

び
っ
く
り
し
た
。
翌
日
、
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て
来
る
と
、
早
速
く
「
先
生
、
昨
目
い
わ
れ

た
通
り
に
や
っ
た
ら
、
本
当
に
眠
れ
た
よ
」
と

喜
ん
で
い
た
。
日
頃
姉
弟
の
間
に
入
り
、
母
親

と
姉
は
弟
の
方
ば
か
り
に
目
を
向
け
、
妹
の
方

に
は
あ
ま
り
気
を
配
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
っ

た
。

③
―
子
ど
も
へ
の
し
わ
寄
せ
を
防
ぐ
た
め
に

　
最
近
の
若
い
親
達
は
、
子
供
の
日
常
生
活
に

無
関
心
す
ぎ
る
と
い
う
。
叱
る
こ
と
や
、
誉
め

る
こ
と
を
し
な
い
。
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る

子
供
を
見
て
も
自
分
の
子
供
で
な
け
れ
ば
知
ら

ん
顔
を
す
る
。
自
分
中
心
の
親
達
が
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ホ
ー
ム
ク
ラ

ブ
で
の
生
活
状
態
を
一
人
一
人
見
き
わ
め
、
保
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婦
人
が
当
然
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

し
わ
寄
せ
が
子
供
に
い
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

　
母
親
の
愛
情
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
が
、
指

導
員
が
母
親
の
愛
情
の
万
分
の
一
で
も
近
づ
く

事
が
出
来
た
ら
、
と
常
に
考
え
て
い
る
。

最
後
に

護
者
と
相
談
し
あ
っ
て
子
供
の
成
長
に
最
善
を

つ
く
し
て
い
る
が
、
自
分
の
子
供
を
庇
う
、
そ

し
て
い
い
訳
を
す
る
。
家
庭
で
出
来
る
日
常
必

要
と
す
る
躾
を
、
学
校
や
ホ
Ｌ
ム
ク
ラ
ブ
ヘ
依

頼
し
、
望
ん
で
い
る
家
庭
も
多
い
。

　
勤
労
婦
人
が
増
え
て
い
る
中
で
、
子
育
て
の

時
期
に
ぶ
っ
か
る
の
は
当
然
だ
が
、
○
歳
児
か

ら
保
育
園
に
預
け
、
就
学
時
に
は
学
童
保
育
に

預
け
る
家
庭
が
多
く
、
忙
が
し
さ
に
か
ま
け
、

子
育
て
に
一
番
犬
切
な
肌
か
ら
伝
え
る
愛
情
を

は
ぶ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
学
童
保
育
事
業
当
初
は
、
生
活
に
困
窮
し
、

や
む
な
く
共
働
き
す
る
家
庭
が
多
く
、
お
や
つ

代
も
納
入
出
来
な
い
家
庭
も
何
人
か
い
た
が
、

素
直
な
規
律
を
守
る
子
供
ぶ
多
く
、
親
の
躾
も

き
ち
ん
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
現
在
父

子
家
庭
、
母
子
家
庭
が
増
え
、
ま
た
、
幼
児
を

預
け
仕
事
に
情
熱
を
向
け
、
共
働
き
す
る
家
庭

も
増
え
て
い
る
。

　
現
在
の
社
会
状
況
で
は
仕
方
が
な
い
が
、
子

供
の
教
育
費
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
た
め
に
と
働
く

　
留
守
家
庭
に
は
も
ち
ろ
ん
の
事
だ
が
、
一
般

市
民
に
も
学
童
保
育
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
、
鍵

を
下
げ
て
遊
ん
で
い
る
子
供
を
一
人
で
も
多

く
、
学
童
保
育
に
入
会
出
来
る
よ
う
行
政
側
と

児
童
の
健
全
育
成
に
理
解
の
あ
る
地
域
の
代
表

者
、
指
導
員
と
で
協
力
し
、
手
を
差
し
延
べ
た

い
。
学
童
保
育
事
業
を
望
ん
で
い
る
、
地
域
、

父
母
に
は
行
政
側
か
窓
口
と
な
り
、
指
導
し
、

一
ヵ
所
で
も
多
く
正
当
な
学
童
保
育
が
開
設
さ

れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

　
学
童
保
育
指
導
員
も
現
在
一
五
〇
人
前
後
勤

務
し
て
い
る
。
児
童
の
健
全
育
成
を
主
体
と
し

て
、
両
親
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
心
が
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
熱
意
を
持
っ
て

い
る
が
。
開
設
当
初
は
身
分
保
障
も
な
く
、
低

い
手
当
、
そ
の
上
一
年
契
約
の
た
め
、
指
導
員

が
定
着
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
指
導
員

の
交
流
も
な
く
、
研
修
会
の
度
、
顔
ぶ
れ
が
変

っ
て
い
る
あ
り
さ
ま
た
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
行

政
側
ば
か
り
に
責
任
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い

が
、
安
易
に
指
導
員
を
引
き
受
け
た
人
も
あ
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
行
政
、
指
導
員
も
ア
ル
バ
イ

ト
と
思
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
私
達
指

導
員
が
一
人
で
も
多
く
自
覚
し
、
定
着
す
る
た

め
、
親
睦
を
計
り
、
指
導
員
と
し
て
の
教
養
を

高
め
、
み
ず
か
ら
学
ぶ
姿
勢
の
場
を
作
り
、
保

育
で
の
悩
み
ご
と
や
、
よ
り
よ
い
保
育
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
意
見
交
換
を
七
」
て
い
る
。
指
導
員

の
向
上
に
伴
な
っ
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
意
識
ぼ
な

く
な
り
、
職
業
と
し
て
定
着
す
る
指
導
員
も
多

く
な
っ
て
来
て
い
る
。
行
政
指
導
の
研
修
会
も

多
数
出
席
し
、
ま
た
、
行
政
で
組
ま
れ
た
講
習

会
等
に
恚
参
加
し
、
保
育
指
導
に
役
立
て
て
い

る
。
学
童
保
育
に
取
り
組
む
私
達
指
導
員
の
熱

意
に
対
し
て
一
目
も
早
く
専
門
職
と
し
て
、
行

政
側
は
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
学
童
保
育
事
業
開
設
以
来
、
一
八
年
間
指
導

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
者
も
あ
り
、
一
〇

年
以
上
の
者
も
大
部
い
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て

い
る
。
地
域
の
団
体
、
学
童
保
育
児
童
の
父
母

に
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
指
導

貝
も
中
に
は
い
る
か
や
は
り
児
童
を
預
っ
て
い

る
以
上
保
育
に
専
念
し
、
子
供
を
第
一
と
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
指
導
員
は
、
留
守
家
庭

児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
を
失
な
わ
ず
に
、
学
童
保
育
指
導
に
ほ
こ
り

を
持
っ
て
『
歩
み
た
い
。
そ
し
て
学
童
保
育
事
業

の
前
進
に
少
し
で
も
後
退
す
る
よ
う
な
行
動
は

さ
け
た
い
と
思
う
。

〈
保
土
ヶ
谷
小
学
校
ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
指
導
員
〉
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